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 論文内容の要旨 
 





































効力』を第二次因子とする 4 因子二次因子モデルのデータへの適合度はχ2(df) = 224.302(86)、




『連携遂行行動』を第二次因子とする 4 因子二次因子モデルのデータへの適合度は χ2(df)  






χ2(df) = 1234.508(749)、CFI = 0.959、RMSEA = 0.041 であった。因果関係モデルのデータに
対する適合度は概ね許容できる範囲にあり、『教師効力』と『連携遂行行動』との間に正の関連
性（パス係数：0.680）を示すことが明らかとなり、『教師効力』と『連携遂行行動』との因果関
係を検証することができた。なお、モデルにおける『教師効力』の『連携遂行行動』に対する説
明率は 47.0％であった。 
 
4．考察  
実習指導に必要な教員の『連携遂行行動』を促進するためには、教員の『教師効力』を高める
ことが重要であることが明らかとなった。また、教師効力測定尺度および連携遂行行動測定尺度
の活用は、教員と実習指導者との連携遂行を行動化するための方向性を示す指針となることが示
唆された。 
さらに、本研究で開発された尺度は、教員自身の実習指導における自己評価や、実習指導にお
ける教員の連携遂行行動の可視化を可能にした。このことにより、教員は実習指導における連携
遂行に関する目標を明確にすることができ、実習指導者と実習指導の目標を共有することが可能
となり、連携遂行行動の円滑化に役立つことが示された。そして、実習指導に携わる教員の教師
効力を高め、実習指導者との前向きな連携遂行を行動化することは、結果として効果的な実習指
導になることが示唆された。 
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